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私
は
法
政
大
学
の
大
学
院
（
日
本
史
学
専
攻
）
で
指
導
教
授
の
藤
井
基
太
郎
先
生
か
ら
明
治
前
期
大
陸
政
策
・
領
土
帰
属
問
題
に
つ
い
て
研
究
指
針
を
示
さ
れ
、
最
初
に
読
ん
だ
の
が
幣
原
坦
『
南
島
沿
革
史
論
』
で
し
た
。
著
者
は
幣
原
喜
重
郎
（
戦
後
の
首
相
）
の
兄
で
、
岩
生
成
一
先
生
が
台
北
帝
大
に
着
任
さ
れ
た
時
の
総
長
で
す
。
岩
生
先
生
は
戦
後
東
大
教
授
の
傍
ら
出
講
さ
れ
て
い
た
法
政
大
学
文
学
部
に
の
ち
専
任
に
（１）
（２）
（３）
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
藤
井
先
生
が
亡
く
な
壱
わ
れ
て
（
昭
和
三
十
三
年
、
’
九
五
八
）
板
澤
武
雄
先
生
が
継
が
れ
外
交
史
籍
の
講
読
を
受
け
、
外
交
文
書
に
も
接
し
、
「
外
交
」
の
語
が
「
外
国
交
際
」
に
由
来
す
る
こ
と
も
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
日
本
人
の
世
界
観
に
関
し
て、古くは「唐・天竺・本朝」すなわち中国・インド・日本の一一一国が日本人の「世界」であったとして「三国世界観」と
（４）
よ
ば
れ
る
こ
と
も
伺
い
ま
し
た
。
さ
》
わ
に
大
学
院
月
例
研
究
会
で
は
森
克
己
先
生
の
「
中
世
日
本
人
の
海
外
知
識
の
発
達
」
と
題
す
る
講
述
を
（５）
拝
聴
で
き
ま
し
た
。
板
澤
先
生
の
「
唐
・
天
拮
二
」
に
、
の
ち
「
南
蛮
」
が
加
わ
り
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
に
あ
た
っ
て
毛
利
氏
に
下
し
た
朱
印
状
に
は
「
唐
・
天
竺
・
南
蛮
ま
で
も
」
と
い
う
字
句
が
あ
る
、
と
い
う
風
に
お
話
し
で
し
た
。
こ
の
「
南
蛮
」
と
い
う
の
が
日
本
の
文
献
で
現
れ
る
の
は
、
九
九
七
年
だ
と
い
う
、
長
徳
三
年
で
、
そ
の
時
期
に
九
州
の
方
に
襲
っ
て
来
た
、
そ
れ
は
奄
美
大
島
人
の
よ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年
は
そ
れ
の
千
年
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
「
南
蛮
」
は
そ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
か
イ
ス
パ
ニ
ア
の
人
は
じ
め
に
明
治
日
本
と
万
国
（
安
岡
）
明
治
日
本
と
万
国
安
岡
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そ
こ
で
、
「
世
界
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
「
世
界
」
と
い
う
の
は
ど
う
も
仏
教
語
な
ん
で
す
ね
、
「
世
」
と
い
う
の
は
現
在
・
過去・未来を、「界」というのは南北上下を指すので、つまり時間と空間を表わす、「三千世界」とかいいますけれども。
板
沢
先
生
が
、
今
普
段
に
使
わ
れ
て
い
る
「
挨
拶
」
と
い
う
言
葉
も
そ
う
だ
と
か
、
仏
教
か
ら
来
て
い
る
言
葉
が
日
常
用
語
に
か
な
り
使
わ
れ
て
い
る
と
教
わ
っ
た
も
の
で
す
。
達
を
称
す
る
呼
び
方
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
色
々
そ
れ
ま
で
に
は
、
ジ
ャ
ワ
の
人
達
を
指
し
た
と
か
、
「
南
蛮
ジ
ャ
ワ
人
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
『
海
東
諸
国
紀
』
に
は
「
琉
球
南
蛮
」
と
言
っ
て
い
る
と
か
、
森
先
生
は
、
色
々
と
事
例
を
集
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
鹿
児
島
の
県
令
渡
辺
千
秋
は
、
「
南
洋
群
島
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
西
南
諸
島
の
こ
と
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
、
と
さ
れ
て
最
初
に
、
①
佐
久
間
象
山
の
「
予
年
二
十
以
後
、
乃
知
匹
夫
有
繋
一
国
、
三
十
以
後
乃
知
有
繋
天
下
、
四
十
以
後
乃
知
有
繋
五
世
界
」
（
『
省
響
録
』
）
と
い
う
、
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
「
五
世
界
」
が
『
名
数
数
詞
辞
典
』
（
森
睦
彦
編
）
に
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
五
大
陸
」
（
五
大
州
）
は
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
い
う
。
こ
の
「
一
国
」
は
、
信
州
松
代
の
人
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
「
国
」
、
藩
の
こ
と
を
い
う
、
そ
し
て
「
天
下
」
が
日
本
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
本
当
の
「
世
界
」
は
、
「
五
世
界
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
②
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
、
二
知
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大
二
皇
基
ヲ
振
起
ス
ベ
シ」と「世界」に知識を求めると掲げられています。ですから、「明治日本と万国」と題をつけましたけれども、「知識ヲ
万
国
ニ
求
メ
」
る
と
い
う
の
で
な
く
て
、
こ
こ
で
は
「
世
界
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
草
案
は
由
利
公
正
が
起
草
し
て
、
そ
れ
を
福
岡
孝
弟
が
修
正
し
、
さ
ら
に
木
戸
孝
允
が
手
を
入
れ
た
、
そ
の
木
戸
の
筆
で
、
実
は
「
旧
来
ノ
随
習
ヲ
破
り
」
の
あ
と
が
、
「
宇
内
ノ
通
義
二
従
フ
ペ
シ
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
更
に
直
さ
れ
て
、
二
旧
来
ノ
随
習
ヲ
破
り
天
地
ノ
公
道
二
基
ク
ベ
シ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
「
宇
内
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
うで、》
います。
世
界
、
宇
内
、
万
国
法
政
史
学
第
五
十
号
四
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次
に
③
は
、
戻
翰
で
す
か
ら
名
前
は
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
普
通
は
そ
の
中
の
文
句
か
ら
取
っ
て
、
「
億
兆
安
撫
の
辰
翰
」
と
か
、
「
国
威
宣
揚
の
衰
翰
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
五
箇
条
の
御
誓
文
と
同
じ
日
で
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
「
朕
幼
弱
を
以
て
悴
に
大
統
を
紹
ぎ
、
爾
来
何
を
以
て
万
国
に
対
立
し
、
列
祖
に
事
え
奉
ら
ん
や
と
朝
夕
恐
權
に
堪
え
ざ
る
な
り
」
「
近
来
宇
内
大
に
開
け
各
国
四
方
に
相
雄
飛
す
る
の
時
に
当
り
」
と
い
う
風
に
言
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
よ
う
に
世
界
の
形
勢
に
疎
く
て
旧
習
を
固
守
し
て
い
る
よ
う
で
は
だ
め
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
国
威
を
四
方
に
宣
揚
す
る
、
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
た
辰
翰
で
あ
り
、
こ
の
中
に
「
万
国
」
と
か
「
宇
内
」
と
か
「
世
界
」
と
か
い
う
言
葉
が
見
え
ま
す
。
ま
た
例
え
ば
青
木
東
江
の
『
世
界
国
名
壷
』
、
こ
れ
は
世
界
の
国
々
を
、
あ
る
い
は
地
名
、
大
き
な
都
市
を
、
漢
字
で
ど
う
い
う
風
に
書
い
て
い
る
か
を
知
る
本
な
の
で
す
が
、
そ
の
凡
例
に
も
、
「
方
今
宇
内
大
二
開
化
シ
万
国
相
交
通
ス
ル
ノ
秋
二
方
リ
独
り
世
界
ノ
如
何
ン
ヲ
知
ラ
ズ
執
レ
ノ
地
二
何
ノ
国
ア
ル
ヲ
察
セ
ズ
」
、
「
他
邦
ノ
人
ヲ
見
レ
バ
概
シ
テ
之
ヲ
唐
人
卜
呼
ビ
舶
来
ノ
米
ヲ
食
ス
レ
バ
皆
之
ヲ
南
京
米
卜
称
ス
」
などと述べており、「宇内」「万国」「世界」とも出ています。
④
の
大
政
奉
還
の
上
表
は
、
政
権
を
朝
廷
に
返
上
す
る
と
い
う
、
将
軍
徳
川
慶
喜
で
す
が
、
「
広
ク
天
下
之
公
議
ヲ
尽
シ
聖
断
ヲ
仰
ギ
、
同
心
協
力
共
一
一
皇
国
ヲ
保
護
仕
候
へ
（
、
必
ズ
海
外
万
国
卜
可
並
立
候
。
慶
喜
国
家
二
所
尽
、
是
二
不
過
卜
奉
存
候
」
と
い
い
ま
す
。
こ
う
い
う
上
表
に
も
、
や
は
り
「
海
外
万
国
」
と
い
う
風
に
、
対
外
的
な
意
識
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
風
に
し
て
、
「
世
界
」
を
意
味
す
る
言
葉
は
、
「
世
界
」
と
か
「
万
国
」
、
そ
れ
か
ら
「
宇
内
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
別
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
色
々
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
表
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
八
絃
」
、
こ
れ
は
「
八
鉱
一
宇
」
で
戦
時
中
の
人
は
お
な
じ
み
で
す
け
れ
ど
も
、
他
に
も
世
界
地
理
書
で
箕
作
院
甫
の
『
八
紘
通
誌
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
宇
内
」
は
、
佐
藤
信
淵
の
『
宇
内
混
同
秘
策
』
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
輿
地
」
は
、
大
地
の
こ
と
で
、
輿
の
よ
う
に
万
物
を
支
え
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
伊
能
忠
敬
の
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
は
有
名
で
す
が
、
青
地
林
宗
の
『
輿
地
誌
略
』
が
あ
り
、
明
治
期
で
は
内
田
正
雄
の
『
輿
地
誌
略
』
が
よ
く
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
坤
輿
」
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
箕
作
省
吾
に
よ
る
『
坤
輿
図
識
』
が
あります。
別
表
を
見
ま
す
と
、
こ
の
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
と
い
う
の
は
三
橋
猛
雄
さ
ん
（
明
治
堂
書
店
、
故
人
）
が
収
集
し
た
文
献
を
解
説
し
明
治
日
本
と
万
国
（
安
岡
）
五
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「
宇
宙
」
は
明
治
期
に
は
結
構
、
別
あ
っ
て
、
ま
た
、
『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
は
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
現
代
ま
で
あ
る
訳
で
す
け
れ
ど
も、そこで半分に減っています。こうして見ますと、「万国」という言葉は、明治期の刊行物の中ではトップですね、Ⅲ
と
い
う
こ
と
で
。
「
世
界
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
「
西
洋
」
が
結
構
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
西
洋
」
何
々
と
い
う
本
で
す
ね
。
そ
の
他
に
も
「
海
外
」
が
当
然
あ
り
ま
す
が
、
昨
日
、
ジ
ョ
セ
フ
彦
の
『
海
外
新
聞
』
で
す
ね
、
ピ
コ
没
後
百
年
記
念
の
講
演
会
が
早
稲
田
大
学
で
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
『
海
外
新
聞
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
洋
外
」
は
、
『
洋
外
紀
略
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
表
に
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
「
漏
寶
志
略
」
と
い
う
、
海
、
大
海
と
か
世
界
を
「
臓
簑
」
と
称
し
、
全
世
界
を
表
す
、
こ
れ
も
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
に
訓
点
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
風
に
し
て
見
ま
す
と
、
大
体
の
傾
向
が
分
か
り
ま
す
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
も
の
が
、
例
え
ば
「
坤
輿
」
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
全
く
な
い
と
か
で
す
。
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
の
上
表
を
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
徳
川
慶
喜
は
、
今
度
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
で
、
本
な
ど
続
々
と
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
は
、
外
交
、
大
政
奉
還
後
も
外
交
を
担
当
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
と
に
か
く
大
政
奉
還
さ
れ
て
も
、
外
交
の
方
は
今
ま
で
ず
っ
と
幕
府
が
や
っ
て
ま
し
た
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
ま
だ
、
外
交
を
委
任
し
て
い
て
、
事
実
外
交
が
新
政
府
と
旧
幕
府
と
二
元
化
し
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す
。
何
し
ろ
、
王
政
復
古
の
大
号
令
が
出
た
後
で
も
、
慶
喜
は
大
坂
城
に
各
国
の
使
臣
を
引
見
し
て
い
る
程
で
す
か
ら
。
そ
し
て
慶
応
三
年
、
こ
れ
は
大
政
奉
還
前
で
す
け
れ
ど
も
、
二
月
に
、
朝
鮮
に
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
つ
ま
り
朝
鮮
が
大
院
君
の
鎖
国
政
策
で
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
紛
擾
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
調
停
し
よ
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
鎖
国
か
ら
開
国
し
た
幕
府
が
、
今
度
は
逆
に
外
国
の
こ
と
を
第
三
国
と
し
て
調
停
に
乗
り
出
そ
う
と
い
う
、
慶
喜
の
対
外
姿
勢
の
意
欲
的
た
も
の
で
、
明
治
十
一
年
ま
で
の
本
を
紹
介
し
て
ま
す
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
、
「
宇
宙
」
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
明
治
十
年
く
ら
い
ま
で
は
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
国
会
図
書
館
の
『
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』
、
こ
れ
は
索
引
か
ら
拾
っ
た
ん
で
す
、
実
は
や
や
い
い
加
減
な
の
は
、
例
え
ば
『
宇
内
万
国
図
説
』
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
「
宇
内
」
で
取
り
、
「
万
国
」
に
は
取
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
最
初
の
二
字
だ
け
見
て
い
ま
す
が
、
大
体
の
傾
向
が
分
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
く
『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
も
や
は
り
、
索
引
で
拾
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
参
考
ま
で
に
、
大
久
保
利
謙
・
鮎
沢
信
太
郎
共
編
の
『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』
、
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
と
比
い
ま
し
た
。
そ
」
くるためです。
法
政
史
学
第
五
十
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な所が窺えますが、平山敬忠にまず対馬に出張を命じ、更に古賀謹一郎にも命じました。そして使いを派遣することを、
朝廷に勅許を願い出た。それが大政奉還後の十月二十五日で、何と勅許が下りたのが十一月四日です。その前ですけれど
も、まだ六月の段階ですが、慶喜の側近に原市之進という目付がいました。⑤が、朝鮮の礼曹という役所に書契という書
面を渡すための指令の中にある言葉で、「大君御相続以来、百事御一新」、とある。普通は「百事御一新」というと明治維
新で新政府の方が言い出したように考えられています。というのは、⑥のように、「王政復古御沙汰書」、普通「大号令」
と
い
わ
れ
て
い
る
十
二
月
九
日
の
も
の
な
ん
で
す
が
、
そ
の
中
に
、
「
民
ハ
王
者
ノ
大
宝
」
と
し
て
「
百
事
御
一
新
之
折
柄
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
「
御
一
新
」
と
い
う
の
は
維
新
後
だ
と
ば
か
り
思
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
こ
れ
を
見
ま
し
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
。
実
は
箭
内
健
次
編
『
鎖
国
日
本
と
国
際
交
流
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
）
所
収
「
慶
応
期
の
幕
使
遣
韓
策
～
仏
米
・
朝
鮮
間
調
停の企図～」の中で、このことを、註記しました。これは『続通信全覧・類輯之部・外航門』の中にある「平山図書頭古
賀筑後守渡韓奉命一件」に見える言葉です。
そ
う
い
う
こ
と
で
「
百
事
御
一
新
」
、
そ
の
「
百
」
と
い
う
言
葉
も
、
「
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
使
わ
れ
る
ん
で
す
。
前
に
京
都
御
所
に
行
き
ましたら、その一角に梨木神社という、三条実万・実美父子を祀ってある神社がありました。一一一条実美は七卿落の時には
梨
木
成
斎
と
名
を
変
え
て
都
落
ち
し
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
神
官
と
会
っ
て
色
々
話
し
た
の
で
す
が
、
辞
令
の
写
真
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
ん
で
す
。
委
任
状
で
す
け
ど
、
委
任
す
る
時
に
「
凡
百
の
事
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
全
て
を
委
任
す
る
と
い
う
時に、「凡百」というんです。そして更に、その文中に、「徳川旧勲を失わざるように」という言葉があるんですね。つま
り徳川家処分のために、関東監察使として江戸に下向するときのものにそうある、それを強調されましたので、私もその
後
『
日
本
近
代
史
』
の
中
で
特
に
「
徳
川
旧
勲
」
を
失
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
記
述
を
入
れ
た
ん
で
す
。
あ
ま
り
他
の
方
の
本
に
は
書
い
て
な
後『日本近代｛
いと思います。
明
治
に
入
っ
て
明
治
三
年
に
工
部
省
が
設
け
ら
れ
て
、
殖
産
興
業
政
策
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
ま
ず
「
百
工
」
、
鉱
山
と
か
燈明台とか伝信機とか、その他鉄道とか、すべて「百工」を褒勧し、という風に使われていることから、ある時期には、
「百」の字が割合、使われていたということが分かります。
明治日本と万国（安岡）
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余
談
で
す
け
れ
ど
も
、
大
隈
重
信
の
下
で
工
部
省
の
設
置
を
推
進
し
た
山
尾
庸
一
一
一
で
す
が
、
長
州
藩
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
造
船
所
な
ど
で
学
ん
だ
。
こ
の
人
が
工
部
省
に
学
校
を
作
ろ
う
と
し
て
、
ま
だ
ろ
く
に
工
業
も
な
い
の
に
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
反
対
さ
れ
た
時
に
、
「
工
業
無
く
も
人
を
作
ら
ば
、
其
人
工
業
を
見
出
す
べ
し
」
と
説
得
し
て
、
今
で
も
工
学
の
父
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
御
一
新
」
が
幕
府
の
時
に
既
に
あ
っ
た
と
い
う
つ
い
で
に
、
「
富
国
強
兵
」
も
で
す
が
、
実
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
は
薩
摩
藩
で
五
代
友
厚
が
、
薩
英
戦
争
後
に
上
申
し
た
意
見
書
の
中
に
も
、
「
天
下
の
形
勢
開
国
に
位
置
し
、
遍
く
富
国
強
兵
の
」
と
い
う
風
に
唱
え
て
い
ま
す
。
私
の
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
い
っ
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
「
御
一
新
」
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
「
明
治
日
本
と
万
国
」
と
大
き
な
題
目
で
す
が
、
実
は
万
国
は
「
万
国
」
で
、
こ
の
字
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
、
使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る
ん
で
す
。
阿
部
正
弘
が
開
国
的
な
意
見
で
、
当
時
、
海
外
に
留
学
生
を
送
り
出
そ
う
と
い
う
ん
で
す
。
実
は
、
先
週
の
土
曜
・
日
曜
日
に
、
小
金
井
の
工
学
部
で
洋
学
史
学
会
の
大
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
「
幕
末
維
新
期
の
海
外
留
学
生
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
長
崎
海
軍
伝
習
を
長
崎
で
な
く
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
や
る
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
と
い
う
構
想
が
海
防
掛
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
航
海
の
厳
禁
を
変
革
し
な
き
ゃ
い
か
ん
、
そ
し
て
外
国
に
も
ど
ん
ど
ん
船
を
出
す
べ
き
だ
、
と
。
つ
ま
り
、
開
国
は
し
て
も
、
ま
だ
日
本
人
は
海
外
に
出
ら
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
、
交
易
の
利
益
で
「
富
国
強
兵
の
基
本
」
と
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
文
字
が
諸
有
司
へ
の
諮
問
（
安
政
三
年
、
一
八
五
六
）
に
見
え
て
い
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
の
開
国
は
一
八
六
六
年
、
慶
応
二
年
に
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
が
解
禁
さ
れ
た
時
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
、
新
政
府
は
、
改
め
て
「
開
国
和
親
」
の
国
内
布
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
例
の
勅
許
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
通
商
条
約
が
、
も
う
勅
許
は
下
り
て
い
る
ん
で
す
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
勅
許
を
得
ず
に
調
印
し
た
時
に
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
勅
許
さ
れ
た
時
に
は
そ
ん
な
騒
ぎ
は
な
い
で
す
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
、
幕
府
を
倒
し
た
新
政
権
は
、
尊
皇
穰
夷
の
政
権
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
困
る
と
い
う
ん
で
、
そ
こ
で
⑦
開
国
和
親
の
布
告
で
す
が
、
慶
応
四
年
一
月
十
五
日
に
、
つ
ま
り
さ
っ
き
の
、
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
よ
り
も
早
い
で
す
、
二
か
月
前
で
す
け
れ
ど
も
、
「
外
国
交
際
之
義
者
宇
内
之
公
法
ヲ
以
取
扱
」
え
と
い
う
ふ
う
に
。
更
に
三
職
（
総
裁
・
議
定
・
参
与
）
か
ら
、
や
は
り
「
海
外
万
国
交
際
の
大
事
」
、
大
事
な
こ
と
だ
と
い
う
よ
法
政
史
学
第
五
十
号
八
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「万国交際」といったり「外国交際」とありますけれども、福地源一郎は明治二年に、「外国交際公法』、これも翻訳で
して、原書はマルテンスの《己』□］・日四号○日□のｓですが、これを訳しています。この頃、国内政策で、大教宣布という
惟神之道による、教導職というのが設けられました。その講義題目に、権利義務があり文明開化もある。国法民法とか、
租
税
賦
役
が
あ
り
皇
国
国
体
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
一
つ
、
外
国
交
際
が
あ
る
ん
で
す
。
なお、「国交際」、福沢諭吉はこの「国交際」という言葉を使っています。何度も使ってました。「国交際」は今は使わ
れませんけれども「外国交際」から「外交」を取ると「国際」が残る。「国際」は今や、国際化時代になりまして、法政
大
学
で
も
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
度
い
よ
い
よ
学
部
の
名
前
に
国
際
文
化
情
報
学
部
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
それほどの「国際」ですが、それではいつから使われ始めたかというと、どうも初代和仏法律学校校長の箕作麟祥らしい
んですね。それは「万国公法」つまり国際法ですけれども、明治六年に出した、『国際法』という、ウ１ルジーの本です
が、それを訳して、『国際法・三万国公法』と、「万国公法」が小さくなってます。そういうことらしいんですが、実は今
で
は
、
国
際
的
と
か
、
国
際
社
会
と
か
、
形
容
詞
で
す
が
、
下
に
何
か
つ
く
の
で
、
「
国
際
」
だ
け
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
こ
ろ
が
明
治
二十四年、第一回帝国議会には、刑法改正草案の中に、「国際に関する罪」という項目を挿入した、結局審議未了で終
わ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
「
国
際
」
は
「
国
交
際
」
つ
ま
り
「
国
交
」
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
名
詞
で
す
ね
、
国
際
と
い
う
の
は。それは、中身は、外国の皇族に対して危害を加える行為を、普通人に対するそれよりも厳しく罰することを提案した
もので、つまりその時の現行法の不備を補うためだった。それが一月だったんですが、その年の五月に大津事件が発生し
た。それで、津田三蔵の弁護人が、谷沢という代言人ですけれども、この時これを引用した。現行刑法下では外国皇族に
対する危害を普通人に対するよりも厳しく罰する規定はない証拠だと引用したんです。田岡良一箸『大津事件の再評価』
の
中
で
、
田
舎
の
、
と
い
っ
て
は
悪
い
ん
で
す
が
、
大
津
の
方
の
代
言
人
が
ど
ん
な
弁
護
す
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
う
に
し
て
布
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
外
国
交
際
と
外
交
・
国
際
明
治
日
本
と
万
国
（
安
岡
）
九
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次
に
⑧
岩
倉
具
視
で
す
。
岩
倉
は
国
権
を
回
復
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
す
る
。
外
国
の
軍
隊
が
横
浜
な
ん
か
に
い
る
の
は
非
常
に
国
と
し
て
屈
辱
だ
、
と
。
で
す
か
ら
外
務
卿
と
も
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
に
、
撤
退
し
て
も
ら
い
た
い
と
執
勧
に
言
っ
て
、
こ
れ
は
明
治
八
年
に
実
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
早
く
慶
応
二
年
か
ら
、
宇
内
万
国
に
渡
航
し
て
、
事
情
を
視
察
し
て
、
公
家
な
ん
か
も
万
国
へ
の
使
節
を
命
ず
る
べ
き
だ
と
い
う
、
使
節
派
遣
論
を
唱
え
て
い
る
、
つ
ま
り
遺
使
論
あ
る
い
は
航
海
策
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ
れ
も
明
治
の
初
め
に
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
「
万
国
対
崎
」
、
す
で
に
、
慶
応
三
年
に
岩
倉
は
、
万
国
と
対
時
す
る
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
明
治
二
年
に
入
り
ま
す
と
、
「
信
義
ヲ
以
テ
交
際
ス
ル
ハ
常
ナ
リ
、
曲
直
二
由
テ
開
戦
ス
ル
ハ
変
ナ
リ
」
、
「
勢
若
不
得
已
ハ
則
チ
成
敗
在
天
、
断
然
ト
シ
テ
速
二
其
戦
守
之
策
ヲ
決
シ
、
挙
国
焦
土
卜
成
ル
ー
至
ル
迄
奮
発
ス
ペ
シ
」
と
、
な
か
な
か
意
気
盛
ん
で
相
当
強
気
な
ん
で
す
。
遺
憾
な
が
ら
実
力
が
伴
っ
て
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
意
気
込
み
だ
け
は
壮
な
ん
で
す
。
焦
土
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
ま
す
が
、
焦
士
外
交
で
有
名
な
の
は
内
田
康
哉
で
す
ね
、
満
洲
事
変
の
頃
の
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
年
に
は
早
く
も
、
岩
倉
具
視
は
、
焦
土
と
な
っ
て
も
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
畢
寛
海
外
万
国
ハ
我
力
皇
国
ノ
公
敵
ナ
リ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
公
敵
」
と
い
う
の
は
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
万
国
公
法
ノ
如
キ
ハ
畢
寛
各
国
合
議
シ
テ
立
テ
シ
ト云フーーモ非ズ、：。…侍二足ラズ守ルニモ足ラザルナリ」と一一一一口い切っています。万国公法が一種の世界的な規範のように
思
わ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
に
現
実
的
に
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
⑨
山
県
有
朋
・
西
周
、
実
は
こ
れ
は
、
山
県
有
朋
の
上
表
を
西
周
が
起
草
し
て
い
る
か
ら
、
並
べ
た
の
で
す
が
、
「
隣
邦
兵
備
略
」
、
な
い
か
、
と
感
心
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
「
国
際
」
が
「
国
交
」
を
意
味
す
る
名
詞
だ
っ
た
時
も
あ
る
。
つ
い
で
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
ま
た
「
万
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
を
訳
し
た
の
は
、
何礼之ですが、明治八年に倉己の」》の呂昌ｑの、］。』の》》を『万法精理』と題して、英訳から重訳した、なかなかよく決まって
い
る
書
名
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
、
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』
な
ど
が
よ
く
読
ま
れ
、
と
に
か
く
こ
の
「
万
」
と
い
う
字
は
非
常
に
よ
く
使
わ
れ
ています。
万
国
対
時
と
万
国
公
法
法
政
史
学
第
五
十
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清
国
の
兵
制
を
詳
し
く
調
べ
た
、
福
島
安
正
の
報
告
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
「
上
隣
邦
兵
備
略
表
」
と
い
う
の
は
つ
ま
り
「
隣
邦
兵
備
略
」
を
た
て
ま
つ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
中
で
や
は
り
、
「
方
今
万
国
対
時
シ
…
…
兵
強
カ
ラ
ザ
レ
バ
以
テ
独
立
ス
可
ラ
ズ
」
、
「
…
…
万
国
公
法
ア
リ
テ
鍵
隙
ノ
曲
直
ヲ
判
ズ
…
…
以
テ
自
ラ
保
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
ト
、
此
レ
特
二
強
者
ハ
名
儀
ヲ
仮
リ
テ
私
利
ヲ
営
シ、弱者ハ口実トシテ哀情ヲ訴フルノ具夕ルー一過ギザルノミ」というふうに評しています。
福
沢
諭
吉
も
、
⑩
『
通
俗
国
権
論
』
で
「
万
巻
の
万
国
公
法
は
数
門
の
大
砲
に
若
か
ず
、
幾
冊
の
和
親
条
約
は
一
筐
の
弾
薬
に
若
か
ず
」
と
言って、「隣邦兵備略」があげている、清国の兵数約百八万という数字も引いています。
最
後
の
⑪
は
、
植
木
枝
盛
と
さ
れ
る
『
通
俗
無
上
政
法
論
』
、
こ
れ
は
『
明
治
文
化
全
集
』
政
治
篇
に
載
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
第
一
章
が
「
万
国
共
議
政
府
を
設
け
宇
内
無
上
憲
法
を
立
つ
可
き
所
以
を
論
ず
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
万
国
公
法
な
ど
も
ま
だ
各
国
の
憲
法
と
し
て
守
る
ほ
ど
の
力
が
な
い
、
万
国
公
法
は
死
法
な
り
、
徒
法
な
り
、
決
し
て
人
類
を
律
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
、
と
い
う
具
合
に
酷
評
し
て
し
か
し
、
新
政
府
は
堺
事
件
な
ど
穰
夷
事
件
に
対
し
て
は
、
万
国
公
法
に
沿
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
方
針
を
と
り
、
諸
外
国
の
信
用
を
得
た
ん
で
す
が
、
こ
の
万
国
公
法
は
、
実
は
中
国
で
訳
さ
れ
た
も
の
が
日
本
に
入
っ
て
来
た
ん
で
す
。
中
国
で
も
、
日
本
の
洋
学
機
関
・
蕃
書
調
所
に
似
た
よ
う
な
、
同
文
館
と
い
う
も
の
を
設
け
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
外
国
人
宣
教
師
が
教
え
る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
マ
ー
チ
ン
は
、
漢
字
を
あ
てると丁選良になるんです。ホィートンが恵頓三ずの巴・ロ。そのホィートンの震因］の日の三ｍ・室昌の目巴】・目］５口葛》『を漢
訳
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
「
万
国
公
法
」
と
い
い
、
早
速
日
本
で
も
、
開
成
所
で
こ
れ
を
翻
刻
し
て
い
ま
す
。
「
官
板
万
国
公
法
」
で
す
。
中
国
で
は
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
だ
っ
た
の
が
、
日
本
で
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
刊
行
で
す
。
そ
れ
が
読
ま
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
別
な
コ
ー
ス
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
、
榎
本
武
揚
ら
、
そ
の
一
行
の
中
の
二
人
、
津
田
真
道
と
西
周
は
、
人
文
科
学
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。
国
法
学
と
か
自
然
法
と
か
財
政
学
、
統
計
学
な
ど
、
五
科
目
だ
っ
た
の
で
五
科
の
学
習
と
い
わ
れ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
国
際
法
で
し
て
、
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
。
そ
し
て
帰
国
し
て
か
ら
、
慶
応
四
年
に
、
「
和
蘭
畢
酒
林
氏
・
万
国
公
法
』
の
書
名
で
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
洋
学
史
学
会
に
、
津
山
の
洋
学
資
料
館
の
方
が
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
洋
学
資
料
館
の
ニ
ュ
ー
ス
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
います。
明
治
日
本
と
万
国
（
安
岡
）
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そ
う
い
う
こ
と
で
、
日
本
は
万
国
公
法
、
国
際
法
を
導
入
す
る
の
に
熱
心
だ
っ
た
、
そ
し
て
実
際
の
外
交
に
お
い
て
も
こ
れ
を
用
い
、
台
湾
出
兵
後
、
清
国
が
厳
重
に
抗
議
し
て
き
て
、
大
久
保
利
通
が
談
判
に
行
き
ま
す
が
、
そ
の
時
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
随
員
と
し
て
国
際
法
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
ま
し
た
。
要
す
る
に
台
湾
を
清
国
が
き
ち
ん
と
統
治
し
て
い
な
い
、
だ
か
ら
国
際
法
的
に
日
本
の
行
為
は
正
当
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
ん
で
す
。
清
国
の
方
で
は
、
『
万
国
公
法
』
に
は
清
国
の
こ
と
を
載
せ
て
い
な
い
し
、
西
洋
が
作
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
正
理
を
以
て
熟
談
し
た
い
と
い
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
江
華
島
事
件
が
起
こ
り
ま
す
と
、
森
有
礼
が
駐
清
公
使
で
い
た
ん
で
す
が
、
李
鴻
章
が
森
有
礼
に
向
か
っ
て
、
領
海
に
軍
艦
が
入
っ
て
来
て
あ
あ
い
う
行
動
を
す
る
の
は
公
法
に
背
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
明
治
九
年
あ
た
り
に
な
る
と
、
そ
う
言
い
出
し
ま
す
。
日
清
戦
争
の
時
の
開
戦
な
ん
か
に
つ
い
て
も
、
宣
戦
布
告
前
に
戦
闘
行
為
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
も
清
国
は
国
際
法
を
持
ち
出
し
て
抗
議
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
であり、津田と西（
れました（後掲）。
そういうことで、
が
、
津
田
真
道
の
出
身
地
津
山
市
と
、
西
周
の
出
身
地
津
和
野
町
で
、
委
員
会
を
作
っ
て
、
二
人
を
顕
彰
す
る
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
で
す
。
恩
師
で
あ
る
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
教
授
の
旧
宅
、
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
ま
す
。
そ
こで今年の十月十六日除幕式にライデン市長も参列したということです。そのプレートで、勺司・屍のｍｍｏＨ二ｍｍの『旨四の家
であり、津田と西周が二のの←の目５ロゴの君〔の日のを一八六一一一年から六五年にかけて学んだ、というプレートが今度つけら
福
本
誠
（
日
南
）
が
、
『
中
央
公
論
』
の
明
治
三
十
九
年
の
十
一
月
号
に
、
「
清
廷
の
大
謬
見
」
と
題
し
て
書
い
て
い
ま
す
。
清
国
か
ら
の
開
明
派
の
亡
命
政
治
家
、
梁
啓
超
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
梁
啓
超
が
、
あ
る
日
、
副
島
種
臣
を
訪
ね
て
清
国
の
国
政
に
話
が
及
ん
だ
時
に
、
日
本
の
明
治
維
新
は
、
非
常
に
華
々
し
く
行
わ
れ
て
成
果
を
上
げ
た
が
、
一
体
そ
れ
に
あ
た
っ
た
人
は
、
ど
う
い
う
西
洋
の
本
を
読
ん
で
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
本
を
教
え
て
下
さ
い
、
本
国
に
知
ら
せ
て
読
ま
せ
る
、
と
尋
ね
た
。
と
こ
ろ
が
副
島
種
臣
は
答
え
る
の
に
、
清
国
の
方
が
開
国
は
日
本
よ
り
も
前
だ
っ
た
、
そ
し
て
西
洋
の
本
も
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
私
が
外
交
の
任
に
あ
た
っ
た
、
そ
の
元
は
と
い
え
ば
、
漢
訳
の
（
い
わ
ゆ
る
漢
訳
洋
書
）
そ
の
一
つ
で
あ
る
『
万
国
公
法
』
を
読
ん
で
い
た
か
ら
だ
、
と
。
だ
か
ら
や
る
気
が
あ
れ
ば
、
一
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
五
十
号
一一一
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部漢訳の『万百
るを思わず、一
け
れ
ど
も
…
…
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
国
際
法
の
導
入
に
お
い
て
も
日
本
は
清
国
に
先
駆
け
て
、
実
際
に
は
後
で
出
さ
れ
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て、それを応用して外交を展開したといえます。実は、副島種臣の伝記も、ずっと前から宿題になってます。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明治日本と万国（安岡）
〔
付
記
〕
本
稿
は
一
九
九
七
年
一
二
月
一
三
日
（
士
）
の
法
政
大
学
史
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
「
明
治
日
本
と
万
国
」
の
記
録
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
①
～
⑪
は
配
布
資
料
の
番
号
。
注（
１
）
法
政
史
学
第
二
六
号
「
岩
生
成
一
先
生
略
年
譜
論
著
目
録
」
参
照
。
（
２
）
法
政
史
学
第
二
号
「
藤
井
甚
太
郎
先
生
追
悼
」
参
照
。
（
３
）
法
政
史
学
第
一
五
号
「
板
沢
武
雄
先
生
追
悼
」
参
照
。
（
４
）
研
究
評
論
歴
史
教
育
一
一
巻
六
・
七
・
九
号
（
昭
和
二
年
）
「
国
史
に
於
け
る
文
化
圏
と
時
代
理
念
と
の
関
係
」
（５）昭和一一一三年一月一一九日法政大学大学院第一一一一一回月例研究会法政史学第一一一号発表要旨（文責安岡）参照。森克己先生は
当
時
東
京
都
立
大
学
教
授
。
『
万
国
公
法
』
で
も
っ
て
、
帝
国
の
外
交
を
「
整
理
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
憾
む
ら
く
は
貴
国
の
士
太
夫
為
す
あ
う
、
万
巻
の
佳
書
を
出
し
て
も
、
詮
な
い
こ
と
だ
、
と
い
い
ま
し
た
ら
、
梁
啓
超
は
返
す
言
葉
が
な
く
て
退
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
￣
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ライデン市フィセリング教授旧宅に設置された
津田真道・西周の記念プレート 法政
史
学
第
五
十
号
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(1) (2) (3)件名含む (4)
｢明治前期思想史文献」
(三橋猛雄）
1865～1８７
『明治期刊行図書目録」
(国立国会図書館）
1868～1９１２
『近代日本総合年表」
第三版
(岩波書店）
1853～1989
『 釧国1$代 日本人の海外知識』
(大久保ｷﾞ'|謙･鮎沢信太郎）
１６１８～1８７３
１ 万国 4３ 407 1４ 5３
２ 世界 1２ 280 8４ ８
３ 西洋 4５ 356 3９ 2０
４ 海外 ４ 5５ 1６ ６
５ 洋外 ０ ０ ０ ２
６ 宇内 １ ２ ０ ０
７ 宇宙 ０ 2６ 1３ ０
８ 輿地 ４ 2５ 1 1０
９ 坤輿 ０ ０ ０ ９
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